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＜本日のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ＞Ｔｏｄａｙ’ｓＰｒｏｇｒａｍ 演題　： クラブフォーラム

点鐘 講師　： 次年度会長・幹事

＜ロータリーソング＞ 「我らの生業」

＜ロータリーソング＞ 「君が代」「奉仕の理想」 総合司会　： 加藤猛会場設営副委員長

＜出席報告＞ ハンバーグセット

会員総数 　　2１名 サラダ

出席者　　  　１２名  出席率６５．００% 　　前々回補正出席率　５７．１４%  

＜来訪者＞

＜会長挨拶＞ 愛知長久手ロータリークラブ　　山田 文明会長　
皆さんこんにちは。

＜幹事報告＞
・ 長久手市ごみゼロ運動への参加について

　　　　日　時　　５月２５日(日)　　８時５０分集合　　９時開始
　　　　場　所　　長久手市立北小学校
　参加者は事務局まで

・ 例会終了後　第１１回役員・理事会
・ 配布物　・・・　ロータリーの友「5月号」
・ 回　 覧　・・・　ガバナー月信５月号

皐月晴れの清々しい気分の良い日が続きますが、皆さんのお顔を見るのも
久しぶりの感じがします。連休のお休みはいかがお過ごしでしたか？私は
仕事で忙しくて、ちょっと疲れ気味の連休でした。5月3日には田中さんのお
店「華野」にて、次年度にむけての打ち合わせを新役員、各委員長にお集
まり頂き、伊藤会長、日野幹事を中心とした次年度のクラブ運営について、
会長方針をお聞きしてザックバランに話し合いをすることが出来ました。今
日の卓話の時間でのクラブ協議会に、伊藤新会長よりお話があります

が、皆さんの活発なご意見を伺いたいと思っていますので、よろしくお願い致します。今月5月の地区の月間
テーマは「みんなに豊かな人生かどうかを考える」であります。松前　憲憲地区副ガバナーは豊かな人生を
過ごすには、人生成功への道を進むべきだと言われています。明るく建設的な人生観、健康生活、そして努
力の積み重ねが大切であり、知識は成功の為の最大の武器になります。人生成功のポイントは、積極的思
考と自助努力を重ねるであり、成功する人は、「成功する心の持ち方」に他ならないのですと言われておりま
す。私もRC活動、日々の生活の中で少しでも実践して行きたいと思います。最後になりますが、今月のロー
タリーの友の5月号がお手元にあると思いますが、丁度真ん中ぐらいの所にロータリー入門のコーナーで
ロータリンの為の会員の入会と維持入門の特集の記事が掲載されておりますので、目を通して頂きたいと思
います。本日もよろしくお願い致します。

愛知長久手ロータリークラブ

ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
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＜委員会報告＞
　　　　◆ニコボックス委員会

・ 山田 文明

・ 伊藤 広治
・ 2週間ぶりのご無沙汰です。本日もどうぞよろしくお願いします。 伊藤　　真
・ 本日も宜しくお願いします。 奥野 悦弥
・ 加藤　　猛
・ 本日もどうぞよろしくお願い致します。 佐藤 文昭
・ 丹羽 司一

・ 初夏のような天気になってきました。本日もよろしくお願いします。 林　　正俊
・ クラブ協議会よろしくお願いします。 日野 典子
・ 本日も宜しくお願いします。 宮下智香子
・ 吉田 濵一

・ 本日もよろしくお願いします。 小谷 恒夫
　　　“　　　ブラジルも　女子大小路と盛り上がる  ABCDEFG　　World Cup　　　”

（敬称略）

＜地区協議会第4分科会報告＞
社会奉仕・環境保全・RCC委員会　　吉田　濵一委員長

　１、　出席者　100名
  リーダー挨拶(次期社会奉仕委員長)　　鈴村 與左衛門　　

アドバイザー挨拶(パストガバナー)　　　福田 浩三、　神戸 政治

　２、分科会内容

本日はクラブ協議会よろしくお願いします。

皆さん連休は楽しく過ごされた事と思います。私は仕事で忙しく過ごしてし
まいました。本日の卓話、次年度へ向けてのクラブ協議会よろしくお願い致
します。

好きな季節、良い季節です。本日もよろしくお願いします。

本日は五月晴れ、最高に清々しい天気と気分です。今日も楽しく例会しま
しょう！

各地で田植えが進んでいます。厳しい農業環境の中にありますが頑張って
います。本日も宜しくお願いします。

これまで社会奉仕委員会、環境保全委員会、RCC委員会を一体化して進めることになったことが
報告された。
最初に鈴村次期委員長が、「社会奉仕」は、ロータリアン個人にとっても、ロータリークラブにとっ
ても献身に値することであり、社会的な責務でもある。そして実践のために、次の10の勧奨事項が
提示されていることを説明された。①定期的な地域ニーズの検討、②会員の得意とする商業上の
能力や趣味を生かす、③ささやかな活動であってもクラブの立場や力量を考慮して進める、④イ
ンターアクト、ローターアクト、地域共同体などほかのグループとの協力、⑤国際レベルのプログラ
ムと活動を通じて社会奉仕プロジェクトの強化を確認、⑥可能な限り、資金や人材の提供を含め
て地域、社会に参加を求める、⑦RIの方針に従ってほかの団体と協力、⑧社会奉仕プロジェクト
が一般社会に認められるようにする、⑨社会奉仕活動を通じ他団体との共同参加を促進する役
割を担う、⑩それが適当であるならば他の団体などに継続中のプロジェクトを移譲する。以上が
2013年4月の地区協議会で確認されているとのことである。そして各クラブの活動内容について
調査を行ったところ、67クラブから回答があり、文化教育31クラブ、福祉21クラブ、環境20クラブ、
安全震災18クラブ、健康スポーツ9クラブの取り組みとなっている。震災後であったにも安全への
取り組みが少なく、防災ボランティアリーダーの卓話派遣などに取り組んではどうかといった提案
があった。改めて前述の勧奨事項を参考に、私たちの組織として出来る奉仕活動に取り組む必
要性を感じた。
環境保全活動については杉浦次期副委員長が報告、ここ数年は「生態系ネットワーク」「ユネスコ
世界会議」「流域環境圏」などの問題について委員会内外で勉強してきた。次年度は「水をテー
マ」とした社会奉仕活動を提案したいとして①地域内においてどのような水に関わる環境、奉仕
活動がされているかの情報収集、②愛知県やNPOなどとの関わりの整理、③ロータリークラブとし
て水をテーマとした環境事業があるかを探る。こうした委員会活動を発信していきたいとする発言
があった。
ついでRCC(地域共同体)活動について杉田次期副委員長が報告された。ロータリアンはRCCに
なれない。ロータリアン以外の人の集まりであることを確認し、ロータリーとしては提唱し、支援する
ことが仕事であり、事業は継続事業となるとのことです。取り組みによってはロータリーの評価を高
めることになるとのことで、具体的には、教育サークル、高校生ボランティア、里山RCC、サクランボ育成会などの活動が紹介された。この活動は、組織が小さくてもできることで多いのではないかと思った。
最後に予め提出されていた質問14項目については、十分な議論はされなかったが、「ロータリークラブのライオンズクラブ化が進んでいる」ように思うという意見が出た。（それはお金で解決するとの考え方だそうである）私達ロータリークラブは、会員自らの共同活動として計画化し、実践していくようにしなければと考えます。このことがロータリーの事業継続に必要ではないかと思う1日となりました。



　　◆国際奉仕委員会 地区国際奉仕委員会　委員長　　佐藤　文昭さん
　国際ロータリー第3500地区(台北）　　　地区大会出席報告　　
　　　　2014年4月12日～13日

＜卓話＞ クラブ協議会 次年度会長　伊藤 広治さん 次年度幹事　　日野 典子さん
　　2014-2015年度　役員理事・各委員会委員長会議報告
  　　愛知長久手ロータリーとは

１、 出てこないのが当たり前となっている。
事務局との通信のみで会員同士のつながりが薄い。
会員同士とにかく目配りする

２、 外に出ると色々な人と出会える。
世界手に素晴らしい活動。
ロータリアンとして信用度が高い。

３、 古いものは良いが、新しい感覚で楽しく活動することも大事。
メーキャップを行い交流を深める。
通常では近寄れない人たちと会話ができる。
仕事の利益を優先させた勧誘はするべきではない。

４、 人の行き来、交流があって自分や自分たちのクラブがより見えてくる。
５、 自分を高める

何をするにしても活動教育がしっかりしていないと手にするものが薄くなる。
人生の勉強、生き方、考え方、視野を広げる。
例会の時間を変えてみる・・・　早朝例会　　　合同例会

 ：：今月のトピックス：：　 
     １．寄付金速報　― 2013-14年度もあと３カ月 ― 

     ２．各地区で新奨学生のオリエンテーションがスタート

     ３．タイ米山学友会の総会・活動報告
       ４．さいたま大空ロータリークラブ加盟認証状伝達式

    ５．学友から広がる支援の輪　― 第2790地区 ―

2014学年度の奨学生は724人となりました。国・地域別では中国が40.6％、次いで韓国が15.8％、
ベトナム9.8％、 台湾5.5％の順となっています。中国・韓国籍の割合が2年連続で減少 しており、
両国の来日留学生数そのものが減少していることもあります が、地区選考委員会が国・地域の
偏りに配慮して選考していることが 伺えます。 プログラム別では、今年度初めて学部課程が261
人と最も多くなり、 次いで修士課程が257人、博士課程が178人、そのほか、地区奨励 奨学生（12
人）やクラブ支援奨学生（10人）などとなっています。 4月～5月中旬にかけて、各地区でオリエン
テーションが開催されます。 米山奨学生としての義務やこの事業の意義を理解してもらい、確約
書 に署名をした後、正式に米山奨学生となります。 また、オリエンテーションでは学友会メンバー
も受付や学友会の説明に 活躍しています。どうぞ温かくお迎えくださいますようお願いいたしま

   その他の記事は、ぜひPDF版をご覧ください。http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight169_pdf.pdf
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６月３日（火） ６月１０日（火） ６月１７日(火）５月２７日（火）

クラブ協議会
現・次役員理事会

(トヨタ博物館）

規定休日

クラブフォーラム

（トヨタ博物館）
　

年間回顧
会長・幹事

(トヨタ博物館）


